
クリーンセンター鹿島〔トンネル式地下下水処理施設〕 

  施設管理者   ：松江市上下水道局 

  施設所在地   ：島根県鹿島町（現在松江市） 

  調査見学時期  ：平成 14 年 11 月 6 日 

  施設概要 

 

島根半島中央部鹿島町の海岸近くにこの処理施設があります。立地条件の制約があって国

内で初めて、トンネルを構築してその中に造られた下水処理施設です。規模は大きくありま

せんが、環境保全対策（臭気、景観など）の観点からももっとこうした形式の施設が増加し

てくると良いと思いました。（ＧＥＣニュース第１５９号より抜粋） 

 

  



クリーンセンター鹿島 (トンネル方式下水処理場) 

 

  施設管理者   ：松江市上下水道局 

  施設所在地   ：島根県鹿島町（現在松江市） 

  調査見学時期  ：平成 10 年 11 月 13 日 

  施設概要 

 鹿島町の恵曇・古浦地区は、海岸線近傍まで山が迫っている漁港特有の狭隘な地形に加

え、住宅が密集した地区となっています。このため平成 7 年から供用が開始された“クリー

ンセンター鹿島"は、我が国初のトンネル方式「クリーンカプセル」による下水処理場とし

て建設されました。最大処理能力は 2,150m3/日で、処理方式は酸素活性汚泥法となってい

ます。当日は、トンネル内にて説明を伺いましたが、そこでの無臭性と静粛性には目を見張

るものがありました。地元と融和し、自然環境保護および景観保全などへ配慮した施設であ

り、また、海の近傍にもかかわらず、設備がトンネル内にあるため塩害を受けにくく、メン

テナンス上も有利であるとのお話でした。（ＧＥＣニュース第１１１号より抜粋） 

 



クリーンセンター鹿島 

 

  施設管理者   ：島根県鹿島町（現在松江市） 

  施設所在地   ：島根県鹿島町（現在松江市） 

  調査見学時期  ：平成 7 年 11 月 30 日（木） 

  施設概要 

島根県東部では最大規模の恵曇漁港のある恵曇、古浦地区の住宅密集地を中心に処理面

積９３．５㌶と、処理人口４，２３０人を対象とする日本で初めてのトンネル方式（クリ

ーンカプセル）による下水処理場で「クリーンセンター鹿島」と命名され平成４年１０月

に供用開始されました。 

この方式を採用した理由は、①漁港の町特有の狭い平地に家屋が密集しており、適当な

空地の獲得が困難であった。②総建設コストは平地に建設される処理場に比べ大差がない

こと。③トンネル内に臭気の発生源である水処理施設を収納するため、環境や外観の上で

好都合である。等が上げられます。 

 実際、トンネル施設（１０．０ｍw×５７．０ｍL×１２．０ｍH）を利用することによ

り、建設面積が従来の約半分の土地で済むということで、今後たいへん有効な土地利用法

であると感じられました。  

今回、施設の案内および説明をして頂いた、鹿島町上下水道課の山本様をはじめ関係者

の方々に改めて紙上を借りてお礼申し上げます。 

なお、現在神奈川県三浦郡葉山町でもトンネル方式（クリーンカプセル）の利点を生か

し、計画処理面積６２０㌶、計画処理人口３６，３００人の処理施設を建設中です。（Ｇ

ＥＣニュース第７７号より抜粋）   

  

恵雲処理場の平面図          水処理施設入り口付近 

 


